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概  要 

本作品は、昭和の頃から「祥
しょん

瑞手
ずいで

」として賞賛されてきた切込焼の名品です。「祥瑞」

とは、17世紀、日本人の注文により中国景徳鎮
けいとくちん

で生産された高級磁器を指し、その銘の

一部である「呉祥瑞造」に由来します。この「祥瑞」磁器に類似する、極めて上質な染

付磁器であるとして「祥瑞手」と呼ばれてきました。 

厳選された上質な白の胎土を使用し、ごく薄く成形した瓢箪形の器体に、藍色の呉須

（陶磁器用の染付に用いられる絵具）で中国絵画風の山水や幾何学文様を緻密に描いた、

完成度の高い作品です。焼成時における降灰
こうばい

の付着もなく、保護容器「匣
さ

鉢
や

」の使用が

想定できます。原材料の選別から焼成まで万全を期した対応がうかがえ、仙台藩への献

上品相当の作品と推察されます。また、それぞれの底部に「湯倉製」「ユノクラ世」と切

込周辺の陶石採取地を示す銘が記されており、本作品以外の切込焼にも同銘の伝世品が

存在していることから、同窯跡で生産されたと判断できます。 

製作時期は切込第Ⅰ期（1830～1840 年）頃と考えられ、切込焼の中でも特筆すべき

最上級クラスの作品です。現存する資料も少ないことから、美術的、歴史学的にも貴重

な資料です。 

寸法  右：口径1.6ｃｍ 胴径 10.2ｃｍ 底径5.4ｃｍ 高さ20.4ｃｍ 

左：口径1.6ｃｍ 胴径10.7ｃｍ 底径5.8ｃｍ 高さ21.4ｃｍ 


